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町町のの遠く遠くの  の  応 援 団応 援 団
あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

会津坂下町議会議長　

赤 城　大 地

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、

町
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

奇
祭
大
俵
引
き
が
４
０
０
年
目

を
迎
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
町

政
70
周
年
な
ど
様
々
な
場
面
で

節
目
を
迎
え
た
一
年
で
あ
り
、

改
め
て
先
人
の
ご
尽
力
に
想
い

を
馳
せ
、
感
謝
す
る
こ
と
が
多

い
一
年
で
し
た
。
本
年
も
皆
様

に
と
っ
て
笑
顔
溢
れ
る
年
と
な

る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
町
政
に
目
を
向
け
れ
ば
、

新
庁
舎
の
建
設
に
関
し
て
議
論

が
前
進
し
、
建
設
の
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
物
価
高
騰
対
策
は
喫
緊
の

も
の
で
あ
り
、
町
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
と
議
会
が

乖
離
す
る
こ
と
な
く
、
町
民
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
戴
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

新年のご挨拶

　私は、髙橋ヒロシ
先生とは幼稚園・小
学校・中学校・高校
と一緒でずっと仲が
良く、還暦を迎えた
今でも、帰ってくれ
ば坂下で過ごしてい
た頃の思い出話に花
を咲かせ、家族ぐるみでお付き合いさせて
いただいております。

　60歳にして、新作
に取り組むヒロシ先
生には本当に偉大さ
を感じます。
　坂下高校の閉校式
に講師としてお呼び
する予定でしたが、
コロナの時期もあ

り、中止になったことは大変残念でありま
した。

髙橋ヒロシ先生の同級生
消防団団長　長谷川孝一さんが語る

会 津 坂下町会 津 坂下町

長谷川 孝一さん



3 あいづばんげ議会だより 220号（令和８年１月23日発行）

町町のの遠く遠くの  の  応 援 団応 援 団
クローズ×クローズ×

あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

役場玄関前に設置されているマンホール蓋

皆
さ
ん
は
役
場
玄
関
前
に
設
置
さ
れ

た
「
ク
ロ
ー
ズ
」
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
つ
い

て
、
建
設
課
上
下
水
道
班
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

建
設
課
上
下
水
道
班
で
は
、
会
津
坂

下
町
出
身
の
漫
画
家
・
髙
橋
ヒ
ロ
シ
氏

の
作
品
「
ク
ロ
ー
ズ
」
と
連
携
し
、
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
制
作
し
ま
し

た
。本

デ
ザ
イ
ン
は
「
ク
ロ
ー
ズ
」
の
主

人
公
で
あ
る
坊
屋
春
道
を
、
今
回
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
た
め
に
描
き
下
ろ
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
プ
リ
ン
ト
加
工
で
は
な
く

鋳
鉄
型
と
す
る
こ
と
で
、
経
年
に
よ
る

風
合
い
の
変
化
も
楽
し
め
る
仕
様
と

な
っ
て
お
り
、
作
品
の
世
界
観
と
も
調

和
し
た
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
あ
え
て
着
色
を
施
さ
ず
、
黒

色
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ

と
で
、
落
ち
着
い
た
印
象
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
と
し
て
町
並
み
に
自
然
に
溶
け
込

む
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
本
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用

し
、
下
水
道
事
業
へ
の
理
解
促
進
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

さ
り
げ
な
く
町
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ

ン
を
通
じ
て
、
経
年
変
化
も
含
め
た

「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

と
と
も
に
、
観
光
振
興
の
一
助
と
な
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
あ
と
9
種
類
を
作
成
し
、

町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
で
し
た
。

代表作：クローズ、
WORST、QP など
クローズは髙橋ヒ
ロシ先生の母校で
あります旧坂下高
等学校がモデルと
なっています。

髙橋 ヒロシ 先生

母校である旧坂下高等学校

会津坂下町イメージキャラクター
バンビィ

会 津 坂下町会 津 坂下町

今回ご紹介するのは、
会津坂下町出身

漫画家
髙橋ヒロシ先生

です！

ふるさと
会津坂下町への
ＰＲができて

うれしいです。
会津坂下町の
発展を願って

います。
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定例会
新
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
、
福
島
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
が
所
有
す
る
旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

を
取
得
す
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年　
第
４
回
定
例
会

令
和
７
年　
第
４
回
定
例
会  

旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

を
取
得

を
取
得

　
第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し　

12
月
４
日（
木
）～
12
日（
金
）の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

８
日
と
９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
庁
舎
位
置
が
変
更
に
な
る
こ
と
で
、
道
路
網
の

考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
新
庁
舎
建

設
予
定
地
内
に
都
市
計
画
の
道
路
を
造
る
考
え
は
あ
る

の
か
。�

（
髙
久
敏
明
議
員
）

る
。　
現
時
点
で
は
、
新
庁
舎
建
設
予
定
地
内
に
都
市

計
画
道
路
を
造
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
建
設
課
長
）

　
　
　
敷
地
の
境
界
線
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

る
。　
福
島
県
厚
生
連
と
協
議
し
仮
契
約
し
て
い
る
の

で
、
今
の
境
界
線
の
中
で
購
入
し
、
今
後
に
つ

い
て
も
、
こ
の
境
界
線
の
中
で
町
民
の
皆
様
と
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
庁
舎
整
備
課
長
）

問答問答

今
回
の
財
産
取
得
は
、
町
民
と
の
議
論
が
不
足
し
て

い
る
。

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
に
※

付
託
し
継
続
審

査
と
し
て
、
次
回
の
定
例
会
の
中
で
審
議
す
る
べ
き
で

あ
る
。

※
付
託

　
議
案
の
審
査
を
他
の
機
関
に
委
ね
る
こ
と

委
員
会
付
託
す
る
こ
と
に
対
し

　
　
賛
成
　
少
数

委
員
会
付
託
と
な
ら
ず
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
が
明
ら
か
に
…

用
地
取
得
に
対
す
る
質
疑

委
員
会
付
託
し
、
継
続
審
査
を

五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
待
っ
た
！

結
果
は
…

土地の詳細
名　称 旧坂下厚生総合病院敷地

場　所 会津坂下町字逆水50番地1

面　積 14,791.19㎡

取得額 2億9,301万3,473円

契約先 福島県厚生農業協同組合連合会
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定例会

こ
れ
ま
で
要
綱
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
た
入
学
祝
金

に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
を
明
確
化
し
、
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
実
施
す
る
た
め
、条
例
と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

小
中
学
校
入
学
祝
金
支
給
を
条
例
化

条 例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 74号
財産の取得について ○

欠
席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○
議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

（万円未満四捨五入）

　 補正額 補正後の額 理　由

一 般 会 計 １億6,796万円 99億8,527万円 有害鳥獣侵入防止柵購入補助金の増
額、小中学校の施設修繕など

特
別
会
計

介 護 保 険 107万円 24億3,987万円 介護保険システム改修費用の確定など

企
業
会
計

水道（収益的支出） 308万円 4億8,439万円 消火栓修繕に対する上水道事業負担金
の増など

下水道
収益的支出 118万円 4億50万円 古町川尻マンホールポンプの清掃業務

など
資本的支出 143万 6億3,819万円 浄化センター監視通報装置更新工事

支給額
支給額

小学校入学祝金 3万円

中学校入学祝金 7万円

「
暴
風
特
別
警
報
」
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、
火

入
れ
を
中
止
す
る
規
定
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

条 例

森林やその周囲1キ
ロメートルの範囲内
にある原野などの土
地で、立木や雑草を
面的に焼却する行為
のことです。
※火入れには許可が
必要です。

「火入れ」ってなに？

陳情の結果

件　　名 陳　情　者 結 果

第１号 物価上昇に見合う年金引き上げを求める意
見書の提出について

全日本年金者組合福島県本部
執行委員長　佐藤　征司

採択

損
害
賠
償
額
の
確
定

その他
町
営
古
町
川
尻
住
宅
で
発
生
し
た
漏
水
事
故
に
つ
い

て
、
示
談
が
成
立
し
た
た
め
損
害
賠
償
額
を
確
定
す
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

補 正 予 算


